
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 青森県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 柏村立柏中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ ２ ０ ４
１０

生徒数 ３６ ３８ ５６ ０ １３０

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「生徒の学習意欲を育て、確かな学力を身につけさせる
ための指導の工夫についての研究」

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

全学年の数学を選択した理由は、生徒の理解の状況に差が生じやすい
教科であり、昨年度からの当該教科に関する研究実績があるため

１学年・数学 Ｔ・Ｔ及び習熟度別クラス編成による指導

２学年・数学 １クラス３ＴによるＴ・Ｔ指導

３学年・数学 ２学級を３習熟度別クラス編成による指導

( ) 年次ごとの計画2

○テーマ 生徒の学習意欲を育て、確かな学力を身につけさせるため
平 の指導の工夫についての研究
成 ○仮説 各教科では一人ひとりの生徒の実態に応じて、習熟度別学

習形態などの工夫を凝らした授業を行い、学活・教科等では14
年 グループ・エンカウンターの手法を取り入れ、より良い人間
度 関係を形成することで生徒の学習意欲を高め、一人ひとりの

生徒に確かな学力を身に付けさせることができるであろう。
○研究内容・方法
研究内容
①個に応じた指導の在り方
②グループ・エンカウンターの実践の在り方
③生徒の学習意欲を高める評価の在り方
④学校行事等との関連を考慮した放課後学習と家庭学習の宿題の在り方
研究方法
①標準学力検査・アンケート等で生徒の実態の把握。
②習熟度別指導・ＴＴ指導における提案事項を含んだ提案授業の実施。
③仮説検証（提案事項）を視点とする研究協議の実施。
④提案授業の成果を加味した、略案による授業公開の実施。
⑤外部講師を招聘しての学習会の実施。
⑥生徒の学習意欲を高める評価の在り方の学習会の実施。
⑦指導主事による計画訪問以外の要請訪問の実施。



平 ○テーマ 生徒の学習意欲を育て、確かな学力を身につけさせるため
成 の指導の工夫についての研究

○仮説 各教科では一人ひとりの生徒の実態に応じて、習熟度別学15
年 習形態などの工夫を凝らした授業を行い、学活・教科等では
度 グループ・エンカウンターの手法を取り入れ、より良い人間

関係を形成することで生徒の学習意欲を高め、一人ひとりの
生徒に確かな学力を身に付けさせることができるであろう。

○研究内容・方法
研究内容
①個に応じた指導の在り方
②グループ・エンカウンターの実践の在り方
③生徒の学習意欲を高める評価の在り方
④学校行事等との関連を考慮した放課後学習と家庭学習の宿題の在り方
研究方法
①標準学力検査・アンケート等で生徒の実態の把握。
②習熟度別指導・ＴＴ指導における提案事項を含んだ提案授業の実施。
③仮説検証（提案事項）を視点とする研究協議の実施。
④提案授業の成果を加味した、略案による授業公開の実施。
⑤外部講師を招聘しての学習会の実施。
⑥生徒の学習意欲を高める評価の在り方の学習会の実施。
⑦指導主事による計画訪問以外の要請訪問の実施。
⑧情報検索を行い、同一テーマ実践校の成果を参考にする。
⑨県内外の先進校視察を行い、その報告会をその月の校内研で行う。

平 ○テーマ 生徒の学習意欲を育て、確かな学力を身につけさせるため
成 の指導の工夫についての研究

○仮説 各教科では一人ひとりの生徒の実態に応じて、習熟度別学16
年 習形態などの工夫を凝らした授業を行い、学活・教科等では
度 グループ・エンカウンターの手法を取り入れ、より良い人間

関係を形成することで生徒の学習意欲を高め、一人ひとりの
生徒に確かな学力を身に付けさせることができるであろう。

○研究内容・方法
研究内容
①個に応じた指導の在り方
②グループ・エンカウンターの実践の在り方
③生徒の学習意欲を高める評価の在り方
④学校行事等との関連を考慮した放課後学習と家庭学習の宿題の在り方
研究方法
①標準学力検査・アンケート等で生徒の実態の把握。
②習熟度別指導・ＴＴ指導における提案事項を含んだ提案授業の実施。
③仮説検証（提案事項）を視点とする研究協議の実施。
④提案授業の成果を加味した、略案による授業公開の実施。
⑤外部講師を招聘しての学習会の実施。
⑥生徒の学習意欲を高める評価の在り方の学習会の実施。
⑦指導主事による計画訪問以外の要請訪問の実施。

( ) 研究推進体制3

全体計画〔フロンティア事業－分析、改善案、再調査
校内研修〔計画、提案授業、諸検査、研修記録・累積
教科指導〔計画、指導、検査分析、指導資料、備品〕

学力向上委員会 道徳指導・特別活動・総合教育
進路指導・図書指導
特殊教育

〔組織〕 教育機器
校長（保体 ・教頭（理科 ・教務主任（社会 ・研修主任（数学）） ） ）
３学年学担（美術）



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

個に応じた指導を心がけるようになった。①生徒一人一人を大切にし、
②教育の正否を握る鍵である、教師の意識改革を高めることになった。
③生徒や保護者が指定校の実態を理解し協力的になった。
個々の教師が専門的知識を得た。④

⑤習熟度別指導の良かった点
・授業への集中力が高まった気がする。
・指導内容を絞り込みやすい。
・気軽な気持ちで質問が来る。
・机間支援がしやすくなった。
・教師間での情報交換の頻度が多くなった。
・指導の在り方やプリント作成など授業改善に向けて努力するようになった。

⑥標準学力検査ＮＲＴ（１５年４月実施）の結果から、数学の偏差値を表にする
と、次のようになる。

数 学 １学年 ２学年 ３学年 ○直接的な成果とは言
えないが、２学年の

平成１４年度 ５１．３ ４５．６ ４９．５ 偏差値でみると、昨
年度の２学年よりも

平成１５年度 ５０．９ ４８．３ ４８．５ ２．７ポイント高く
なった。

年度比較 －０．４ ＋２．７ －１．０

数 学 現１年生 現２年生 現３年生 ○同一学年で比較する
と、現３年生は昨年

平成１４年度 －－．－ ５１．３ ４５．６ 度よりも２．９ポイ
ントも向上がみられ

平成１５年度 ５０．９ ４８．３ ４８．５ た。

同一学年比較 －３．０ ＋２．９

○しかしながら、マイナスポイントもみられ、特に現２学年では「図形」が著し
く低く、また現１年生では「数量関係」が低いため、重点指導、個別指導をし
ていく必要がある。

（ ）⑦Ｔ・Ｔ及び習熟度別クラス編成に関する生徒のアンケート １５年１１月実施
によると、Ｔ・Ｔによる授業（現１年、現２年）では、８割以上が「わかりや
すい」と答えている。また、習熟度別授業（現３年）では７割の生徒が「わか
りやすい」と答えた。

▲現３学年対象習熟度別学習のアンケート（平成１５年１１月実施）

とてもわかりやすい わかりやすい わかりにくい 全くわかりにくいア イ ウ エ
※ ＝上級クラス， ＝中級クラス， ＝基礎クラス上 中 基

少人数に分かれての学習は、授業の内容がわかりやすいですか。
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２．今後の課題

①習熟度別、少人数指導について
ア 少人数・習熟度別学習だけで学力が上がるものではなく、個別指導・教材の精
選、指導の工夫と改善の研修が必要である。

イ 学力差が生じやすい数学・英語の免許所持教員が１人であるため、少人数・習
熟度別学習が困難な状況である。

ウ 中間層の生徒への指導の充実の在り方について。基礎・中級学級の中でさらに
個に応じた学習が成立するような指導方法を工夫し、生徒全員が満足感を味わ
える授業の創造。

エ 限られた時数の中で、基礎・中級学級で、何をどこまで扱うのが効果的かの判
断が難しい。生徒の実態を十分考慮し、教材研究をいっそう深め、指導計画の
改善に努める必要がある。

学力を確実に身に付けさせるためには、まず教師自身が教える工夫を深め、教える②
意欲を常に高めていかなければならない。

③一人一人の生徒が関心を持つ多様な教材の開発、自ら取り組める課題解決的な学習
や生徒が待ち焦がれるような授業づくりなど工夫する必要がある。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

． 、 。１ 基礎的な学力が向上したかについては 標準学力検査結果の変容で把握する
２．絶対評価における各教科（数学・英語）の内容を具体的に想定しながら 「十、

分満足できる 「概ね満足できる」状況実現の変容で把握する。」
３．個人の理解度・習熟度を把握するデータファイルを制作し、いつでも閲覧で

きるように共有する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・研修会、説明会等の開催実績及び開催予定
・開催実績 平成１５年４月２３日（水）小・中学校校長研究協議会

平成１５年５月 ７日（水）小・中学校教務主任研究協議会

・開催予定 日 時 平成１６年１１月１９日（金）午後の半日日程
場 所 柏村立柏中学校
テーマ 確かな学力向上への挑戦
対 象 西北五管内中学校教員他

・ は作成中であるが、段階的に公開中である。HP

http://www.geocities.co.jp/NeverLand-Mirai/3932/アドレス

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 レ１４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 レ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 レ 少人数指導 レＴ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 レ数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 レ 無
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